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謹
ん
で
新
春
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
馬
の
ご
と
く
軽
や
か
に
駆
け
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
結
果
の
検
証
を
行
い
、
成
果
を
出
し
て
行
く
時

期
に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
観
光
分
野
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
観
光
客
の
誘
客
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
観
光

面
で
の
施
策
を
更
に
強
化
し
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
世
界
に
誇
れ
る

観
光
リ
ゾ
ー
ト
白
浜
」
の
実
現
に
向
け
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
白
浜
町
活
性
化
協
議
会
」
で
こ

れ
ま
で
協
議
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
、優
先
順
位
を
見
極
め
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
優
先

し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
９
月
14
日
か
ら
12
月
13

日
に
か
け
て
わ
か
や
ま
Ｄ
Ｃ（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
引
き
続
き
、

今
年
は
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
は
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
紀
の
国
わ

か
や
ま
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
こ
の
機
会
を
生
か

し
て
、
大
辺
路
（
富
田
坂
・
仏
坂
）
を
よ
り
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
海
地
区
で
は
、
番
所
山
の
整
備
が
今
春
に
完
成
し
ま
す
。

遊
歩
道
や
展
望
ス
ポ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
京
都
大
学
水
族
館
や
南
方
熊
楠
記
念
館
と
も

連
携
し
て
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
５
月
に
は
、
南
紀
白
浜
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、
紀
の
国

わ
か
や
ま
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

椿
地
域
と
日
置
川
地
域
の
活
性
化
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

温
泉
、
そ
し
て
鮎
と
テ
ニ
ス
の
町
、
川
添
茶
な
ど
の
情
報
発
信
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
参
加
体
験
型
観
光
に
も
期
待
を

し
て
い
ま
す
。
教
育
旅
行
や
民
泊
な
ど
の
事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
外
国
人
旅
行
客
の
誘
致
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
関
空
か
ら
の
お
客
様
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
営
業
戦
略

で
、
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
へ
の
営
業
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
お
客
様
を
和
歌
山
県
へ
、
さ
ら
に
は
白
浜
町

へ
誘
客
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
既
存
観
光
客
の
宿
泊
日

数
を
増
加
す
る
方
策
や
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
温
泉
と
海
水
浴
だ
け
で
は
年
間
を
通
し
て
お
客
様
を
獲
得

す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
地
域
全
体
で
来
訪
者
に
感
動
し
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
や
、
白
浜
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
お
も
て

な
し
」
を
提
供
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
は
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
す
。
町
で
は
、

「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」
お
よ
び
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
３
連

動
地
震
」の
津
波
浸
水
想
定
に
よ
る
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

４
月
を
目
処
に
、
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
、町
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
白
浜
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白
浜
町
長

　

井い

澗た
に　

誠
ま
こ
と

謹 賀 新 年
～ 新 年 の ご 挨 拶 ～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
町
政
の
進
展
、
と
り
わ
け
私
ど
も
議
会
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
新
政
権
発
足
後
、
長
期
に
わ
た
る
デ
フ
レ
と
景

気
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
柱
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
経
済
状
況
は

好
転
し
た
か
の
よ
う
な
報
道
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

我
々
の
地
域
で
は
、
そ
の
実
感
に
乏
し
く
町
の
財
政
も
い
ま
だ
当
分
厳

し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
の
よ
う
な
政
策
に
充
て

る
べ
き
な
の
か
、
町
議
会
の
場
で
議
論
を
尽
く
し
、
町
執
行
部
と
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自
立
す
る

町
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
議
員
一
丸
と
な
り
積
極
的
な
政
策
提
案
と
無

駄
の
な
い
行
政
運
営
へ
の
監
視
を
行
っ
て
い
く
の
が
私
た
ち
議
員
の
重

要
な
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
町
政
の
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
任
期
も
あ
と
３
カ
月
余
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
３
月
に
、
本
年
３
月
16
日
に
執
行
さ

れ
る
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議
員
数
を
２
人
減
ら
し
、
16
人
か
ら
14
人

に
す
る
条
例
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
町
民
の

信
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
が
災
害
も
な
く
平
和
で
実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
元
旦　
　
　
　
　
　
　
　

白
浜
町
議
会
議
長　
　

南　

勝
弥

白
浜
町
議
会
議
長

　

南
み
な
み　

勝か
つ

弥や

謹 賀 新 年
～ 新 年 の ご 挨 拶 ～

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
は
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
が
禁
止
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
き
ま
す
）
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年
賀
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　

長　

南　
　

勝
弥

副
議
長　

水
上　

久
美
子

議　

員
（
議
席
順
）

　
　
　
　

楠
本　

隆
典

　
　
　
　

丸
本　

安
高

　
　
　
　

笠
原　

惠
利
子

　
　
　
　

正
木　

秀
男

　
　
　
　

岡
谷　

裕
計

　
　
　
　

廣
畑　

敏
雄

　
　
　
　

玉
置　

一

　
　
　
　

湯
川　

秀
樹

　
　
　
　

三
倉　

健
嗣

　
　
　
　

長
野　

莊
一

　
　
　
　

辻　
　

成
紀

　
　
　
　

正
木　

司
良
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◆
庄
川
地
区

　

旭
日
双
光
章

　

新し
ん

谷や　

玲れ
い

子こ　

氏

（
母
子
福
祉
功
労
）

　

昭
和
51
年
以
来
、
西
牟
婁
郡
母

子
福
祉
連
合
会
北
富
田
地
区
副
会

長
、
昭
和
55
年
４
月
か
ら
は
同
地

区
会
長
と
し
て
、
昭
和
58
年
４
月

か
ら
は
西
牟
婁
郡
母
子
福
祉
連
合

会
副
会
長
、
平
成
10
年
６
月
か
ら

和
歌
山
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

副
会
長
に
携
わ
る
中
、
平
成
11
年

５
月
に
は
社
会
福
祉
功
労
に
よ
り

和
歌
山
県
知
事
表
彰
、
同
年
11
月

に
は
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
、
平
成
17
年
11
月
に
は
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
18
年
６
月
に
は
長
年
の

活
動
と
指
導
力
に
よ
り
、
社
団
法

人
和
歌
山
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
23
年
４
月
か
ら
は
全
国
母
子
寡

婦
福
祉
団
体
協
議
会
副
会
長
と
し

て
母
子
寡
婦
福
祉
、
児
童
福
祉
、

社
会
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
積

極
的
な
活
動
を
続
け
て
母
子
家
庭

の
自
立
促
進
や
子
育
て
支
援
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
湯
崎
地
区

　

瑞
宝
双
光
章

　

池い
け

尾お　

勉
つ
と
む　

氏（
消
防
功
労
）

　

昭
和
44
年
10
月
20
日
、
旧
白
浜

町
消
防
団
に
入
団
以
来
42
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
、
消
防
使
命
の
達

成
に
尽
力
し
、
消
防
技
能
の
充
実

に
励
む
と
と
も
に
部
下
の
育
成
指

導
に
努
め
、
地
域
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
の「
ホ
テ
ル
天
山
閣
」

火
災
で
は
、
当
時
副
団
長
の
職
で

あ
り
持
ち
前
の
指
揮
力
を
発
揮
し

て
、
現
場
に
参
集
し
て
く
る
消
防

団
員
に
素
早
く
指
示
し
、
延
焼
防

止
に
全
力
を
注
ぎ
身
を
挺
し
て
の

消
火
活
動
に
よ
り
周
辺
建
物
へ
の

延
焼
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
消
防
団
長
に
就
任

後
に
は
、
火
災
予
防
や
消
防
機
材

の
充
実
に
努
め
、
災
害
現
場
で
は

指
揮
統
率
力
を
発
揮
し
て
消
防
活

動
に
励
み
、
平
成
18
年
の
旧
日
置

川
町
と
の
合
併
時
に
は
、
双
方
の

消
防
団
幹
部
と
の
会
合
を
重
ね
、

団
相
互
の
融
和
を
図
り
、
現
白
浜

町
消
防
団
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

◆
瀬
戸
地
区

　

瑞
宝
双
光
章

　

弓ゆ

場ば　

悟
さ
と
る　

氏

（
更
生
保
護
功
労
）

　

昭
和
63
年
11
月
９
日
に
保
護
司

を
委
嘱
さ
れ
、現
在
に
至
る
ま
で
、

犯
罪
を
し
た
者
お
よ
び
非
行
の
あ

る
少
年
の
改
善
更
生
な
ら
び
に
地

域
の
犯
罪
予
防
活
動
に
、
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
５
月
か
ら
白
浜
保
護

司
会
会
長
、
和
歌
山
県
保
護
司
会

連
合
会
副
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め

ら
れ
、
保
護
司
組
織
の
運
営
、
関

係
団
体
と
の
連
携
、
更
生
保
護
の

啓
発
、
対
象
者
が
更
生
す
る
基
盤

と
な
る
環
境
づ
く
り
の
活
動
等
、

率
先
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
平
成

20
年
９
月
に
は
法
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
３
年
１
月
か
ら
和

歌
山
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
人
権

擁
護
委
員
、
平
成
15
年
４
月
か
ら

和
歌
山
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

を
務
め
ら
れ
、
警
察
行
政
、
法
務

行
政
や
厚
生
行
政
に
も
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
田
野
井
地
区

　

瑞
宝
双
光
章

　

尾お

田だ　

毅
つ
よ
し　

氏（
警
察
功
労
）

　

昭
和
35
年
10
月
18
日
に
和
歌
山

県
巡
査
を
拝
命
以
来
、
41
年
の
永

き
に
わ
た
り
警
察
職
務
に
精
励

し
、
公
共
の
安
全
と
治
安
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

勤
続
41
年
余
の
う
ち
17
年
間
は

交
通
部
門
で
勤
務
、
そ
の
功
績
が

評
価
さ
れ
、昭
和
51
年
７
月
に「
和

歌
山
県
警
察
優
秀
職
員
」
と
し
て

警
察
本
部
長
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
58
年
か
ら
平
成
４
年

ま
で
は
、
和
歌
山
西
警
察
署
交
通

専
門
官
、
田
辺
、
新
宮
、
岩
出
各

警
察
署
の
交
通
課
長
、
警
察
本
部

交
通
部
交
通
企
画
課
課
長
補
佐
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
交
通
警
察
官
と

し
て
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活

か
し
県
下
の
交
通
の
安
全
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
警
察
本
部
刑
事
部

鑑
識
課
長
に
就
任
さ
れ
、
和
歌
山

市
内
で
発
生
し
た
強
盗
殺
人
事
件

な
ど
の
現
場
鑑
識
活
動
の
指
揮
に

当
た
る
な
ど
、
重
大
事
件
の
早
期

解
決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋の叙勲受章
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定
期
救
命
講
習
会

　

消
防
本
部
で
は
月
２
回
定
期
救

命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
と
は
、「
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
応
急
手
当
に
必
要
な
基
礎
知

識
の
ほ
か「
心
肺
蘇
生
法
」や「
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

取
り
扱
い
」
な
ど
実
技
中
心
の
講

習
で
す
。

　

第
１
日
曜
日
は
救
命
入
門
コ
ー

ス
、
第
３
日
曜
日
は
普
通
救
命
講

習
Ⅰ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

白
浜
町
消
防
本
部

◆
日
時

◇
１
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
12
時

◇
２
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

◆
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
期
日
は
講
習
会
２
日
前
の

金
曜
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
白
浜
町
消
防
本
部
警
防
係

☎
４
３
ー
０
１
１
９

募　

集 

Shirahama Information
白浜町および関係各所からの案内です。

まちの人口と世帯

　　人口　　　　２２，８４５人
　　　　　　（先月比　－２７人）

　　　　　男　　１０，７４５人
　　　　　　（先月比　　－４人）
　　　　　女　　１２，１００人
　　　　　　（先月比　－２３人）
　
　　世帯数　　　１１，１９３世帯
　　　　　　（先月比　－４世帯）

平成２５年１２月１日現在　

 

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

 

購
入
費
補
助
金
の
申
し
込
み

　

生
ご
み
処
理
機
の
促
進
と
廃
棄

物
の
減
量
対
策
の
た
め
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

白
浜
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
町
内
の
販
売
店
で
処
理

機
を
購
入
し
、
町
内
に
処
理
機
を

設
置
で
き
る
方
。

◆
補
助
金
の
額

　

補
助
額
は
、
処
理
機
等
の
購
入

価
格
の
４
分
の
３
で
、
上
限
は

４
万
円
と
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
受
付
順
の
交
付
と

し
、
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

◆
申
請
書
提
出
先

〒
６
４
９
ー
２
３
２
１

　

白
浜
町
保
呂
７
４
９
番
地

　

白
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
は
、役
場
生
活
環
境
課
、

富
田
事
務
所
、
日
置
川
事
務
所
、

椿
出
張
所
、
安
居
出
張
所
、

市
鹿
野
出
張
所
、
住
民
交
流
セ
ン

タ
ー
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
で
の
提
出
も
可
能

で
す
。

問
白
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
４
５
ー
３
８
０
０

役場関係機関連絡先

　白浜町役場　　 　（代）43-5555
　富田事務所　　 　（代）45-0009
　日置川事務所 　　（代）52-2300
・椿出張所　　　　　　46-0052
・安居出張所　　　　　53-0009
・市鹿野出張所　　　　54-0001
・上下水道課　　　　　45-2000
・上下水道課下水道室　43-7561
・保健センター　　　　43-0178
・白浜町清掃センター　45-3800
・日置川焼却場　　　　52-2750
・日置川水道事務所　　52-2179
・住民交流センター　　52-2446
・白浜町中央公民館　　42-2269
・日置川拠点公民館　　52-2660
・町立図書館　　　　　43-2922
・町立児童館　　　　　45-2117

有料広告募集中
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建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
け
付
け

　

平
成
26
年
度
に
白
浜
町
な
ら
び

に
、
白
浜
町
水
道
事
業
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、

町
内
業
者
に
限
り
、
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
白
浜
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
対
象
者

　

平
成
25
年
度
に
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
未
提
出
の
町
内
業

者
（
新
規
参
加
者
）

◆
受
付
期
間

　

２
月
３
日（
月
）～
２
月
28
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
持
参
に
限
る

◆
提
出
先

　

役
場
総
務
課
管
財
係
・
役
場
上

下
水
道
課
業
務
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
管
財
係

☎
４
３
ー
６
５
９
７

問
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係

☎
４
５
ー
２
０
０
０

ご　

案　

内 

 

白
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

『
投
票
日
は
３
月
16
日
（
日
）』

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
白
浜
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
３
月
11

日
に
告
示
さ
れ
、
３
月
16
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
改
選
数
（
定
数
）

　

白
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

改
選
数
は
、
14
名
で
す
。

◆
投
票　

３
月
16
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
投
票
終
了
時
間
は
、
投
票
所
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
投
票
所
に
お
け

る
投
票
終
了
時
間
は
、
後
日
送
付
す

る
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
開
票
日
時
お
よ
び
場
所

　

３
月
16
日
（
日
）
午
後
９
時
30
分
～

　

町
立
総
合
体
育
館
（
阪
田
）

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

◇
日
時　

１
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら

◇
場
所

　

町
立
総
合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

問
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
４
３
ー
５
５
５
５

 

和
歌
山
県
行
政
報
告
会

　

知
事
が
県
行
政
の
重
点
施
策
や

各
地
域
の
課
題
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
な

ど
に
つ
い
て
話
し
、
参
加
さ
れ
た

県
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
意
見
交
換

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
白
浜
町
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
３
日(

月
）

　

午
後
５
時
～
６
時
30
分

◆
場
所

　

ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
南
紀
白
浜

　

吉
祥
の
間

◆
出
席
者

　

和
歌
山
県
知
事　

仁に

坂さ
か

吉よ
し

伸の
ぶ

◆
来
賓

　

白
浜
町
長　

井い

澗た
に

誠
ま
こ
と

◆
内
容

①
知
事
に
よ
る
県
行
政
の
重
点
施

策
や
各
地
域
の
課
題
、
ト
ピ
ッ
ク

ス
な
ど
に
関
す
る
説
明

②
知
事
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換

◆
主
催　

和
歌
山
県

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、
乗

り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
者
お
よ
び
要
約
筆
記

者
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

問
役
場
総
務
課
企
画
政
策
係

☎
４
３
ー
６
５
９
８

放送大学学生募集

　放送大学はテレビ・ラジオの放送やインターネットを通して学
ぶ正規の通信制大学です。
　大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、い
つでも、 どこでも、 誰でも、 学びたいだけ学べる大学です。
　ただいま平成２６年４月入学生を募集しています。心理学・福
祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅広い分野を学べます。入
学試験はありませんので、お気軽にお問い合わせください。資料
のお取り寄せは無料です。
◆出願期間　２月２８日（金）まで
　　　　　　※インターネット出願も受け付けています。

問放送大学和歌山学習センター
☎０７３－４３１－０３６０　

 

ラ
ジ
オ
通
じ
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

持
ち
運
び
で
き
乾
電
池
で
使
え

る
ラ
ジ
オ
は
、
災
害
時
に
お
い
て

最
も
有
効
な
情
報
源
の
一
つ
で
す

が
、
地
形
や
周
辺
環
境
に
よ
り
難

聴
取
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
災
害
時
に
県
民
が
必

ず
１
局
以
上
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
「
ラ
ジ
オ
通
じ

る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、「
ラ
ジ
オ
が
聴
け
な
い
」
な

ど
ラ
ジ
オ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

問
ラ
ジ
オ
通
じ
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
県
庁
情
報
政
策
課
内
）

☎
０
７
３
ー
４
３
２
ー
３
５
８
０
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都
市
計
画
公
園
お
よ
び

 

都
市
計
画
の
変
更（
案
）の
縦
覧

　

都
市
計
画
の
変
更
を
次
の
期
間

縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

計
画
案
に
対
し
て
の
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
変
更
す
る
都
市
計
画

（
準
都
市
計
画
区
域
）

　

高
規
格
幹
線
道
路
紀
勢
線
周
辺

地
域
を
指
定

（
特
定
用
途
制
限
地
域
）

　

高
規
格
幹
線
道
路
紀
勢
線
周
辺

地
域
お
よ
び
都
市
計
画
区
域
内
の

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
地
域
の

一
部
を
指
定

（
風
致
地
区
）

　

平
草
原
風
致
地
区
の
一
部
解
除

◆
縦
覧
日
時

　

１
月
27
日（
月
）～
２
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
場
所

　

白
浜
町
役
場
建
設
課

◆
意
見
提
出
方
法

　

縦
覧
期
間
中（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
所
定
の
様
式
に
ご
記
入
の
う

え
、
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
意
見
提
出
場
所

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１

　

白
浜
町
１
６
０
０
番
地

　

白
浜
町
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

　

FAX　

４
３
ー
５
５
８
８

問
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
４
３
ー
６
５
８
９

 

都
市
計
画
道
路
（

白
浜
空
港
フ
ラ

 
ワ
ー
ラ
イ
ン
線
）

変
更
（

案
）

の
縦
覧

　

白
浜
都
市
計
画
道
路
白
浜
空
港

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
線
は
、
白
浜
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
お
よ
び
国
道
42

号
か
ら
南
紀
白
浜
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
都
市
計
画
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
県
の
道
路
事
業
に
お
い

て
、
都
市
計
画
道
路
施
設
区
域
の

変
更
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
都

市
計
画
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

変
更
案
を
次
の
期
間
中
に
縦
覧

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
期
間
中
に

計
画
案
に
対
し
て
の
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
日
時

　

１
月
27
日（
月
）～
２
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
場
所

　

白
浜
町
役
場
建
設
課

　

和
歌
山
県
都
市
政
策
課
（
県
庁

南
別
館
10
階
）

◆
意
見
書
の
提
出

　

縦
覧
期
間
中（
当
日
消
印
有
効
）

に
所
定
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、

下
記
ま
で
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下

さ
い
。

◆
意
見
書
提
出
先

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１

　

西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０　

　

白
浜
町
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

　

FAX　

４
３
ー
５
５
８
８

　

〒
６
４
０
ー
８
５
８
５

　

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
ー
１　

　

和
歌
山
県
都
市
政
策
課

　

FAX　

０
７
３
ー
４
４
１
ー
３
２
３
２

問
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
４
３
ー
６
５
８
９

 

第
２
回
栄
養
教
室

　

健
康
増
進
係
で
は
、
昨
年
11
月

に
引
き
続
き
栄
養
教
室
と
し
て

「
サ
ラ
サ
ラ
血
液
を
目
指
す
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

第
２
回
で
は
、『
血
液
サ
ラ
サ

ラ
料
理
を
食
べ
よ
う
』
を
テ
ー
マ

に
、
血
圧
測
定
や
血
管
観
察
な
ど

を
行
い
、
実
際
に
サ
ラ
サ
ラ
血
液

の
た
め
の
食
事
を
食
べ
て
い
た
だ

税金は最優先！！　～納付相談はお早めに～

「借金があるから、税金を払えない…」
　このようなお話をよく聞きますが、法律によって、
税金はすべての債務（借金を含む）に優先すると定め
られています。（地方税法第１４条）
　どんな個人債務よりも税金が優先されているため、
税金の滞納に対する法的処分も定められています。

今月の納税　～納税はお早めに～

◆納期限　１月３１日（金）
○固定資産税・都市計画税（４期）○国民健康保険税（８期）
※納期内に納付されない場合は、法律により延滞金がか

かります。納税に関するお問い合わせは、役場税務課まで。

問役場税務課収税係
☎４３ー３６８５　

き
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
士
に
よ
る

サ
ラ
サ
ラ
血
液
に
む
け
て
の
食
事

の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
講
義
）
な

ど
の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
日
程

　

１
月
27
日
（
月
）　

芝
生
会
館

　

１
月
29
日
（
水
）

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

　

１
月
31
日
（
金
）

　

美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◆
定
員　

20
人

※
第
一
回
の
参
加
者
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
代
）

※
準
備
の
都
合
上
、
必
ず
事
前
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

☎
４
３
ー
０
１
７
８

 

『
お
詫
び
と
訂
正
』

　

広
報
白
浜
12
月
号
に
掲
載
し
た

『
町
営
浴
場
年
末
年
始
の
営
業
』

に
つ
い
て
、
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
臨
時
休
業
日

　

崎
の
湯　
　

12
月
19
日
（
木
）

　

し
ら
す
な　

12
月
25
日
（
水
）

問
役
場
総
務
課
企
画
政
策
係

☎
４
３
ー
６
５
９
８
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公 営 住 宅 入 居 募 集

【一般向住宅募集内容】
◆募集期間　１月６日（月）～２４日（金）
◆抽 選 日　２月３日（月）午前９時～
　※入居時には敷金が必要です。また、家賃のほかに共益費が必要です。

問役場建設課都市計画係　　　　☎４３－６５８９
問役場日置川事務所産業建設係　☎５２－２３０２

団地名 建設年度 住所 募集戸数 構造・間取り・面積

阪田５５団地 昭和５５年度 白浜町３７番地の３１ １戸 中耐４階・３ＤＫ・５７．６０㎡

平間第二団地 平成２１年度 白浜町十九渕２４５番地の５ １戸 耐火２階・２ＤＫ・５７．９６㎡

安宅第１団地 平成１２年度 白浜町安宅１５０番地 ２戸 中層耐火３階・３ＤＫ・６９．９８㎡

安宅第２団地 平成１３年度 白浜町安宅５９番地の１ １戸 中層耐火３階・３ＤＫ・６９．９８㎡

定例行政相談所の開設

　行政相談員が、国の仕事に関する苦情などの相談を
無料でお受けします。

【白浜地区】
◇１月２０日（月）
　午後１時３０分～３時
　会場…役場１階
　　　　第２会議室

【日置川地区】
◇１月９日（木）
　午後１時３０分～３時
　会場…日置川拠点公民館

定例人権相談所の開設

　人権擁護委員が、人権問題やいろいろな困りごとの
相談を無料でお受けします。

【白浜地区】
◇１月１４日（火）
　午後１時３０分～３時
　会場…社協本部事務所
　　　　（十九渕）

【日置川地区】
◇１月２２日（水）
　午後１時３０分～３時
　会場…高齢者生活
　　　　福祉センター

※人権相談は社会福祉協議会との合同相談です。

『
教
育
委
員
長　

新
年
あ
い
さ
つ
』

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
教
育
行
政
の
運
営
な
ら
び
に
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
に
お
け
る
社
会
情
勢
は
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
そ
の
変
化

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

白
浜
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が

激
し
く
変
化
す
る
今
日
に
お
い
て
、
自
ら
の
人
生
を
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
各
人
の
自

己
実
現
を
図
る
た
め
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
が
、
生
涯

学
習
の
視
点
か
ら
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
を
教
育
の
指
針
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
、
わ
が
ま
ち
を
誇
り
に
思
う
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
白
浜
町
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
深
い
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
お
一
人
お
一
人
が
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

白
浜
町
教
育
委
員
会　
　
　

教
育
委
員
長　

尾お

﨑ざ
き　

惠け
い
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　平成２５年１０月１日に閣議決定された「簡素な給付措置」については、住民の皆さまへご連絡や給付を
行う段階ではありません。
　具体的な給付の方法などが決まり次第、速やかに広報します。
◆「簡素な給付措置」に関して、
①市町村や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
絶対にありません。
②ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
③市町村や厚生労働省などが、「簡素な給付金措置」の給付のために、手数料などの振り込みを求めること
は絶対にありません。
④現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆さまの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会す
ることは、絶対にありません。

　ご自宅や職場等に市町村や厚生労働省（の職員）等を語った☎がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わ
ず、最寄の警察署または、警察相談専用電話（☎♯９１１０）にご連絡ください。

問役場民生課福祉係
☎４３－５７０２　

「簡素な給付措置」をよそおった「振り込め詐欺」や

「個人情報の詐取」にご注意ください。

『ごみはルールを守って出しましょう』
～ごみの分別・減量化にご協力、よろしくお願いします～

◆一般家庭のみなさんへ
（もえるごみ）
　町指定もえるごみ専用袋（家庭用：青色）に必ず地区名・氏名を記入
して、もえるごみステーションに収集日当日の決められた時間までに出
してください。
◇日置川地区：午前８時まで　◇白浜地区：午前８時３０分まで

（資源ごみ）
　ごみステーションには、収集日当日の決められた時間までに出してく
ださい。資源ごみの日には、定められたもの以外は出せません。
◆事業系ごみについて
　事業活動（営利・非営利は問いません。）によって出るごみは、ごみステーションには出せません。
　また、白浜町では、産業廃棄物を引き取ることができません。自ら適正に処理するか、和歌山県許可業者
等に処理を委託してください。産業廃棄物以外の事業系一般廃棄物は、自ら清掃センターまたは、日置川ご
み焼却場へ持ち込むか町の許可業者に処理を委託してください。もえるごみは、町指定もえるごみ袋（事業
系：白色）に地区名・事業所名を記入の上、搬入してください。

問白浜町清掃センター
☎４５－３８００　　
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田辺税務署からのお知らせ

１．記帳・帳簿等の保存制度について
　平成２６年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました。
　個人の白色申告者のうち、事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行うすべての方（所得税お
よび復興特別所得税の申告の必要がない方も対象となります）は、平成２６年１月から記帳と帳簿書類の保存が
必要です。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページに掲載されていますので、ご覧ください。
→国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jo）

２．公的年金等に係る所得税および復興特別所得税の確定申告不要制度について
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万
円以下である場合には、所得税および復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。
※この場合であっても、所得税および復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。

※公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が２０万円以下で所得税および復興特別所得税の確定申告

が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

　詳しくは、役場税務課にお尋ねください。

３．申告書の作成・提出について
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税
および復興特別所得税、消費税および地方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できます。作成した
データは、ｅ－Ｔａｘを利用して提出することができるほか、印刷した「書面」により提出することもできます。
　また、申告書はお早めに提出いただくとともに、送付により提出される場合には、確定申告書は「信書」に該
当しますので、必ず郵便または信書便を利用されるようご留意願います。
※ゆうパック、ＥＸＰＡＣＫ５００、ゆうメール、ポスパケットでは、信書を送付することができません。

　詳しくは、日本郵便株式会社ホームページをご覧ください。なお、「所得税および復興特別所得税の確定申告の手引き」

や申告書用紙等は、国税庁ホームページからダウンロードできますのでご活用ください。

４．法定調書合計表の提出期限について
　平成２５年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表の提出期限は平成２６年１月３１日です。

５．贈与税のｅ－Ｔａｘ利用について
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、作成したデータをｅ－Ｔａｘにより
送信できるようになりましたので、是非ご利用ください。

６．消費税の改正について

問田辺税務署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎２２－１２５０㈹（※自動音声に従い「２」をお選びください。）

　消費税が改正されました！詳しくは、国税庁ホームページの特集ページや税務署に備え付けのリーフレット
をご確認願います。「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」の特集ページの掲載場所およ
びＵＲＬは、以下のとおりです。 
　国税庁ホームページ⇒（トピックス欄）「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」 
　ＵＲＬ：http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm
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国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方へ

　　　～平成２５年度人間ドックのご案内～

　健診は、今の自分の健康状態を知る第一歩です。健康な毎日を過ごすため、万が一の病気を早期発見、早期治
療するためにも、年に１回は健診を受けましょう。
　白浜はまゆう病院、医療法人竹村医院で人間ドックを受けると、補助が受けられます。
◆補助対象者
　白浜町国民健康保険に加入している２０歳以上の方。
　和歌山県後期高齢者医療保険に加入していて、白浜町に住民登録のある方。
※集団健診、医療機関での個別健診を受診している方は、重複受診はできません。
①白浜はまゆう病院 ②医療法人 竹村医院

コース案内 費用額 自己負担額

Ａ　基本検査 26,900 円 4,100 円

Ｂ　基本検査＋頭部ＭＲＩ 47,300 円 7,200 円

Ｃ　基本検査＋胸部ＣＴ検査 46,300 円 7,100 円

オプション
（希望者のみ）

乳がん検査 2,100 円 400 円

子宮がん検査（頚部細胞診） 2,100 円 400 円

骨密度検査 3,600 円 600 円

前立腺検査（男性のみ） 1,600 円 300 円

コース案内 費用額 自己負担額

Ａ　基本検査 30,800 円 8,000 円

Ｃ　基本検査＋胸部ＣＴ検査 39,800 円 9,400 円

オプション
（希望者のみ）

乳がん検査 2,500 円 800 円

骨密度検査 500 円 100 円

前立腺検査（男性のみ） 2,400 円 1,100 円

※オプション検査は、必ずＡ・Ｂ・Ｃの各コースとの併用となります。

◆検査項目

検査名 検査内容（白浜はまゆう病院） 検査内容（医療法人 竹村医院）

基本検査

問診・診察・身体測定・尿検査・便検査・

脂質検査・肝機能検査・代謝系・血液一般・

感染症・眼底写真・胸部レントゲン検査・

呼吸器機能検査・胃部レントゲン検査・

腹部超音波検査・心電図

問診・診察・身体測定・血圧測定・尿検査・

便検査・生化学的検査Ⅰ・血液学的検査・

視力 聴力系・胸部レントゲン検査・循環

器系・消化器系・肺機能・免疫学的検査

頭部ＭＲＩ検査 ＭＲＩ・ＭＲＡ

胸部ＣＴ検査 胸部ＣＴ検査・喀痰検査 胸部ＣＴ検査

乳がん検査 視触診・乳腺エコーまたはマンモグラフィー 乳腺エコー

子宮がん検査 内診・細胞診（頚部）・経膣エコー

骨密度検査 Ｘ線骨密度測定 超音波法

前立腺検査 ＰＳＡ検査（男性のみ） ＰＳＡ検査（男性のみ）

◆申込方法・申込先
①白浜はまゆう病院でドック受診を希望する場合
　Ａ～Ｃのコースから希望するコースを選んで、希望日を直接電話予約してください。
　白浜はまゆう病院　人間ドック・健診センター　
　☎４３－７８７７（受付時間（平日）午前９時３０分～１１時、午後３時～５時）
②医療法人竹村医院でドック受診を希望する場合
　ＡまたはＣのうち希望するコースを選んで、役場民生課医療保険係、富田事務所、日置川事務所で助成券の交
付を受けてから、希望日を予約してください。

問役場民生課医療保険係
☎４３－６５８５　　　
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　今年の干支にちなみ、午年生まれの小学生の皆さんに『将来の夢』について聞いてみました。
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　今年の干支にちなみ、午年生まれの小学生の皆さんに『将来の夢』について聞いてみました。

（左）佐
さ

田
だ

　春
はる

奈
な

（Ｈ１４．３．８
）

（右）仲
なか

島
じま

　琳
りん

太
た

郎
ろう

（Ｈ１４．１２
．１８）

『
市
鹿
野
小
学
校
』

（
春
奈
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル

ド
の
飼
育
員
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
動
物
が
好

き
だ
か
ら
で
す
。

（
琳
太
郎
く
ん
）

　

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、
日
本
を
代
表
す
る

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
い
っ
ぱ

い
打
て
た
ら
い
い
な
。

（左）瀨
せ

﨑
ざき

　海
うみ

（Ｈ１４．１１
．６）

（右）平
ひら

阪
さか

　夏
なつ

輝
き

（Ｈ１４．７．５
）

『
西
富
田
小
学
校
』

（
海
ち
ゃ
ん
）

　

教
師
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
世
界
一
周
旅

行
を
し
た
い
で
す
。
夢
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し

た
い
で
す
。

（
夏
輝
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
す
。
た
く
さ

ん
練
習
し
て
、
お
母
さ
ん
に
す
ご
い
プ
レ
ー
を
見

せ
た
い
で
す
。

（右）狭
はざ

口
ぐち

　優
ゆう

香
か

（Ｈ１４．５．２２）（左）古
ふる

川
かわ

　樹
いつき

（Ｈ１４．７．１）

『
北
富
田
小
学
校
』

（
優
香
ち
ゃ
ん
）

　

ケ
ー
キ
を
作
る
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
で

す
。
い
ろ
ん
な
ケ
ー
キ
を
自
分
で
作
っ
て
、
み
ん

な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
樹
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
調
理
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
料
理

は
楽
し
い
し
、
み
ん
な
に
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
喜
ば
せ
た
い
か
ら
で
す
。

（左）北
きた

原
はら

　向
あ

葵
おい

（Ｈ１４．１２．３）（右）井
い

沼
ぬま

　龍
りゅう

之
の

亮
すけ

（Ｈ１４．９．３）

『
白
浜
第
二
小
学
校
』

（
向
葵
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
夢
は
、
美
容
師
で
す
。
か
わ
い
い
か
み
型

を
お
客
さ
ん
に
切
っ
て
あ
げ
た
り
、
く
く
っ
て
あ

げ
た
り
す
る
仕
事
を
し
た
い
か
ら
で
す
。

（
龍
之
亮
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
ス
テ
ー
キ
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
経
営

者
で
す
。
お
母
さ
ん
が
経
営
者
だ
か
ら
、
後
を
つ

い
で
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

（上）戎
えびす

島
じま

　伸
のぶ

春
はる

（Ｈ１４．４．９）
（下）熊

くま

野
の

　舞
まい

花
か

（Ｈ１４．６．３０）

『
椿
小
学
校
』

（
伸
春
く
ん
）

　

遊
漁
船
の
船
長
に
な
り
た
い
で
す
。
釣
り
を
し

た
り
す
る
の
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

（
舞
花
ち
ゃ
ん
）

　

ピ
ア
ノ
の
ひ
け
る
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
で

す
。
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
の
も
歌
を
歌
う
の
も
、
ど
っ

ち
も
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

（左）山
やま

本
もと

　りあ（Ｈ１４
．３．２６）

（右）山
やま

﨑
さき

　海
かい

翔
と

（Ｈ１４．１．４
）

『
日
置
小
学
校
』

（
り
あ
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
働
く
こ
と
で
す
。
み
ん
な

に
役
立
つ
仕
事
や
み
ん
な
が
喜
ぶ
仕
事
を
一
生
け

ん
命
や
り
た
い
で
す
。

（
海
翔
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
空
手
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

す
。
い
つ
も
、
練
習
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
で
、
い
つ
か
優
勝
し
た
い
で
す
。

（左）上
うえ

田
だ

　紗
さ

羽
わ

（Ｈ１４．１２
．１７）

（右）裏
うら

地
じ

　夏
か

音
のん

（Ｈ１４．７．１
５）

『
安
宅
小
学
校
』

（
紗
羽
ち
ゃ
ん
）

　

私
は
、
ま
だ
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
夢
が
な
い

か
ら
こ
そ
ど
ん
な
仕
事
で
も
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し

て
賢
く
な
り
た
い
で
す
。

（
夏
音
ち
ゃ
ん
）

　

私
は
、
動
物
の
獣
医
に
な
り
た
い
で
す
。
だ
か

ら
、
学
校
の
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
動
物
た
ち
を
助
け
た
い
で
す
。

（右）松
まつ

本
もと

　峻
しゅん

祐
すけ

（Ｈ１４．５．１１）（左）前
まえ

川
かわ

　麗
うらら

（Ｈ１４．９．３０）

『
南
白
浜
小
学
校
』

（
峻
祐
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
日
清
食
品
で
働
き
た
い
で
す
。

お
も
に
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
作
り
た
い
で
す
。

（
麗
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
夢
は
、
き
っ
茶
店
で
働
く
こ
と
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
が
し
て
た
店
を
つ
ぎ
た

い
か
ら
で
す
。
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（左）松
まつ

本
もと

　聖
せい

太
た

（Ｈ１４．６．９）
（右）宮

みや

崎
ざき

　つぐみ（Ｈ１４．４．２３）

『
富
田
小
学
校
』

（
聖
太
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、高
校
野
球
で
甲
子
園
に
出
場
し
、

全
国
制
覇
を
目
指
し
て
仲
間
と
一
緒
に
が
ん
ば
る

こ
と
で
す
。

（
つ
ぐ
み
ち
ゃ
ん
）

　

私
は
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
美
容
師
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
立
派
な
自
分
の
お
店
を

も
ち
た
い
で
す
。

（左）森
もり

田
た

　亮
あき

人
と

（Ｈ１４．８．７）
（右）十

とば

林
やし

　穂
ほ

乃
の

香
か

（Ｈ１４．１０．６）

『
白
浜
第
一
小
学
校
』

（
亮
人
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
医
者
に
な
る
こ
と
で
す
。
人
を
手

術
す
る
、
頼
り
に
な
れ
る
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

（
穂
乃
香
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
夢
は
、
薬
剤
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
人
の

た
め
に
役
立
て
る
、
力
に
な
れ
る
、
頼
れ
る
、
そ

ん
な
薬
剤
師
に
な
り
た
い
で
す
。

根
ね

木
き

　夏
か

帆
ほ

（Ｈ１４．７．１
７）

『
安
居
小
学
校
』

（
夏
帆
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
夢
は
、
お
医
者
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

理
由
は
、家
族
を
助
け
た
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

病
気
の
人
を
助
け
て
、笑
顔
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

（左）佐
さ

田
だ

　春
はる

奈
な

（Ｈ１４．３．８
）

（右）仲
なか

島
じま

　琳
りん

太
た

郎
ろう

（Ｈ１４．１２
．１８）

『
市
鹿
野
小
学
校
』

（
春
奈
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル

ド
の
飼
育
員
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
動
物
が
好

き
だ
か
ら
で
す
。

（
琳
太
郎
く
ん
）

　

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、
日
本
を
代
表
す
る

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
い
っ
ぱ

い
打
て
た
ら
い
い
な
。

（左）瀨
せ

﨑
ざき

　海
うみ

（Ｈ１４．１１
．６）

（右）平
ひら

阪
さか

　夏
なつ

輝
き

（Ｈ１４．７．５
）

『
西
富
田
小
学
校
』

（
海
ち
ゃ
ん
）

　

教
師
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
世
界
一
周
旅

行
を
し
た
い
で
す
。
夢
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し

た
い
で
す
。

（
夏
輝
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
す
。
た
く
さ

ん
練
習
し
て
、
お
母
さ
ん
に
す
ご
い
プ
レ
ー
を
見

せ
た
い
で
す
。

（右）狭
はざ

口
ぐち

　優
ゆう

香
か

（Ｈ１４．５．２２）（左）古
ふる

川
かわ

　樹
いつき

（Ｈ１４．７．１）

『
北
富
田
小
学
校
』

（
優
香
ち
ゃ
ん
）

　

ケ
ー
キ
を
作
る
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
で

す
。
い
ろ
ん
な
ケ
ー
キ
を
自
分
で
作
っ
て
、
み
ん

な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
樹
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
調
理
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
料
理

は
楽
し
い
し
、
み
ん
な
に
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
喜
ば
せ
た
い
か
ら
で
す
。

（左）山
やま

本
もと

　りあ（Ｈ１４
．３．２６）

（右）山
やま

﨑
さき

　海
かい

翔
と

（Ｈ１４．１．４
）

『
日
置
小
学
校
』

（
り
あ
ち
ゃ
ん
）

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
働
く
こ
と
で
す
。
み
ん
な

に
役
立
つ
仕
事
や
み
ん
な
が
喜
ぶ
仕
事
を
一
生
け

ん
命
や
り
た
い
で
す
。

（
海
翔
く
ん
）

　

ぼ
く
の
夢
は
、
空
手
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

す
。
い
つ
も
、
練
習
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
で
、
い
つ
か
優
勝
し
た
い
で
す
。
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Shirahama News & Topics
白浜町内で行われたイベント情報などを紹介します。

白浜はまゆう病院新本館竣工式
　１２月１日、白浜はまゆう病院新本館で竣工式が行われました。
　竣工式では、理事長である白浜町長や谷

たに

口
ぐち

友
ゆう

志
し

院長、その他来賓によ
る挨拶のあと、テープカットや内覧会が行われました。
　新本館は、鉄筋コンクリート地下１階、地上５階建で建築面積は
３，１３０㎡となります。新しく生まれ変わった病院は、今後もさらに
白浜町民の健康と福祉を支える中心的病院として活躍していきます。

第２８回川添まつり
　１１月１７日、川添山村活性化支援センターで第２８回川添まつりが
開催されました。
　まつりでは、収穫されたばかりの新鮮な農作物の販売や、お茶会、学
習発表会や古

ふる

谷
や

学
まなぶ

さんによるミニコンサートが行われました。
　会場には、町内外から約５００人のお客さんが訪れ、市鹿野の自然と
澄んだ空気に癒され、穏やかな時を過ごしました。
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「安心・安全メール」サービスにご登録を！

　詳細は、白浜町公式ＨＰ（http://
www.town.shirahama.wakayama.jp）
をご覧ください。
←バーコード対応機種簡単アクセス！

 

防災情報案内サービス

　防災行政無線の情報を聞き漏らしたときなどに電
話で白浜町の防災情報を入手できます。
※固定電話、携帯電話、公衆電話から通話料のみで利用可

☎０１８０－９９７－５５５

　
　

防
災
白
浜　

～
災
害
に
備
え
て
～

　
　

私
た
ち
が
普
段
か
ら
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
防
災
対
策
や
、
防
災
に
関
す
る
情
報

　

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

　
　
　
　
　
　
　
　

『
国
体
ニ
ュ
ー
ス
in
白
浜
』

問
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
白
浜
町
実
行
委

員
会
事
務
局（
役
場
総
務
課
国
体
推
進
室
内
）

☎
４
３
ー
５
５
７
０

問
役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

☎
４
３
ー
５
５
５
５

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
の
協
賛
を
募
集
し
ま
す
！

　

全
国
か
ら
本
町
を
訪
れ
る
選
手
・
監
督

を
は
じ
め
、
大
会
関
係
者
や
一
般
観
覧
者

を
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で

お
迎
え
し
、
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
広
報
啓
発
物
品
や

大
会
運
営
に
要
す
る
物
品
の
提
供
等
を
い

た
だ
け
る
企
業
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

１
月
６
日
（
月
）
～

平
成
27
年
８
月
31
日
（
月
）

◆
協
賛
を
い
た
だ
き
た
い
物
品

・
啓
発
用
物
品
（
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

う
ち
わ
・
歓
迎
用
の
ぼ
り
旗
等
）
の
提
供

・
町
民
運
動
用
物
品
（
プ
ラ
ン
タ
ー
・
タ

オ
ル
等
）
の
提
供

・
大
会
参
加
記
念
品
や
飲
料
水
な
ど
の
提
供

・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
大
会
運
営
用
物
品
の

提
供
や
無
償
貸
与　

等

※
協
賛
い
た
だ
く
物
品
の
搬
入
、
据
付
、

撤
去
等
に
費
用
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
そ
の
費
用
も
ご
負
担

お
願
い
し
ま
す
。

◆
協
賛
者
名
の
表
示

　

協
賛
品
に
企
業
名
等
を
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

表
示
の
方
法
、
文
字
等
の
大
き
さ
に
つ

い
て
は
協
議
の
う
え
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◆
協
賛
へ
の
謝
意

　

協
賛
者
に
対
し
て
は
、
感
謝
状
や
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
、
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
意
向
に
応
じ
て
白
浜
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
白

浜
町
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

　
　

１
月
15
日
～
21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　

毎
年
、
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
日
～
１
月
21
日

は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発

生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
お
よ
び
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
へ

の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
浜
町
で
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
災
害
時
に
「
白
浜
町
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
派
遣
に
つ

い
て
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
こ
の
機
会
に
、
家
族
・

職
場
・
サ
ー
ク
ル
等
で
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
、ま
た
、

避
難
路
・
連
絡
手
段
・
備
蓄
食
料
な
ど
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
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「
文
化
財
防
火
デ
ー
」・
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。
今
年
度
で
第
60
回

を
数
え
ま
す
。
文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）

の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
翌
年
に
文
化
財
保
護
の
総
括
的
な
法

律
と
し
て
、
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
29
年
11
月
３
日
に
法
隆
寺
金
堂
の
修
理
事
業
が
竣
工
し
、

文
化
財
保
護
行
政
も
確
立
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
保
護
思
想
の
一
層
の

強
化
徹
底
を
図
る
た
め
に
普
及
啓
発
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
法
隆
寺
金
堂
の
焼
損
し
た
日
で
あ
る
こ
と
、
１

月
と
２
月
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
30
年
に
、
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
（
現
在
の
文
化
庁
）

と
国
家
消
防
本
部（
現
在
の
消
防
庁
）が
１
月
26
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
文
化
財
を
火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
全

国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、
国
民
一
般
の
文
化
財
愛
護
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
毎
年
１

月
26
日
前
後
の
休
日
に
、

管
内
の
寺
社
仏
閣
に
お
い

て
、
地
域
住
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
防
火
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容

と
し
て
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
・

タ
ン
ク
車
等
に
よ
る
放
水

訓
練
、
消
火
器
の
取
り
扱

い
訓
練
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

『
ふ
る
さ
と
の
山
を
歩
こ
う
』

　

中
央
公
民
館
で
は
11
月
30
日
に
「
ふ
る
さ
と
の
山
を
歩
こ
う
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
の
言
葉
ど
お
り
、
ま
さ
に
秋
の
好

時
節
に
恵
ま
れ
、
語
り
部
を
先
頭
に
総
勢
71
人
の
健
脚
自
慢
の
方
々
が
、

４
班
編
成
で
午
前
９
時
に
草
堂
寺
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

七
曲
が
り
峠
で
は
息
も
上
が
り
な
が
ら
登
り
、
田
辺
湾
を
一
望
し
て
、

途
中
、
昼
食
を
と
り
一
路
終
点
の
安
居
の
渡
し
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

約
16
ｋ
ｍ
の
道
程
が
長
く
感
じ
ら
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
た
よ
う
で
す

が
、
一
人
の
脱
落
者
も
出
ず
に
、
無
事
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
居
の
渡
し
場
で
は
、
疲
れ
た
体
に
と
、
お
茶
と

お
饅
頭
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
居
地
区
に
お
住
い
の
有
志
の
方
が
、
完

歩
記
念
に
と
お
花
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
大
辺
路
富
田
坂
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“ 分館対抗ソフトバレーボール大会 ”

　１１月２８日、白浜町立総合体育館に
おいて、分館対抗ソフトバレーボール大
会を開催しました。
　各分館から多くの方が参加して頂き、
分館同士の交流を目的に毎年開催してい
ます。
◆大会結果

（優勝）白浜分館（準優勝）南白浜分館
（３位）湯崎分館
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
児
童
館
の
事
業
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
11
月
の
わ
ぁ
い
わ
ぁ
い
子
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
参

加
者
、
地
域
、
ス
タ
ッ
フ
、
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
楽
し
い
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
３
点
）
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー　

上
か
ら
１
年
、
２
年
、
３
年

◆
お
正
月
あ
そ
び　
（
場
所
）
児
童
館

　

今
年
も
「
お
正
月
あ
そ
び
」
の
期
間
を
設
け
て
、
児
童
館
内
に
「
か
る

た
と
り
」、「
こ
ま
ま
わ
し
」、「
福
笑
い
」
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
昔
懐
か
し

い
あ
そ
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
４
日
（
土
）
～
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
（
休
館
日
除
く
）

◆
新
春
ち
び
っ
こ
囲
碁
・
将
棋
大
会　
（
場
所
）　

児
童
館
２
階
和
室

◇
日
時　

１
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

◇
対
象
者　

小
学
生

◇
種
目　

囲
碁　

Ａ
級
（
19
路
盤
）・
Ｂ
級
（
13
路
盤
）・
Ｃ
級
（
９
路
盤
）

　
　
　
　

将
棋　

Ａ
級
・
Ｂ
級

※
各
種
目
、
階
級
を
分
け
て
お
こ
な
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
児
童

館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。』

　

幼
い
時
か
ら
図
書
館
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、「
本
に
触
れ
る
」「
本
を
見
る
」「
本
を
読
む
」
こ

と
の
楽
し
さ
が
自
然
と
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

た
と
え
、
一
時
期
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
本
に
帰
る
」
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま

す
。
そ
の
財
産
づ
く
り
の
一
歩
を
促
す
の
は
、
大
人
の
役
目
で
す
。

　

新
年
の
計
画
の
一
つ
に
『
今
年
は
、
図
書
館
に
み
ん
な
で
行
こ
う
』
と

い
う
の
も
、
ぜ
ひ
、
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
職
員
一
同
、
皆
さ
ん
に
よ
り
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
一
町
民
の
方
よ
り
図
書
購
入
費
に
と
金
一
封
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
お
礼
状
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
紙
上

を
も
っ
て
お
礼
を
申 

し
上
げ
ま
す
。

～１月の行事～

◆おはなし玉手箱
　おはなし・絵本の読み聞かせ・紙芝居などを
しています。
　本館・富田分室　（毎週土曜日）午前１１時～
　１月４日・１１日・１８日・２５日
◆しらはま子どもの本の会例会
　１月１６日（木）午前１０時～　本館
　テキスト　「津田櫓冬」の絵本
＊テキストは本館においてあります。

『蔵書点検』
　図書の整理のため下記の日程で “ 蔵書点検 ”
を行います。蔵書点検期間中は休室になります
ので開館（室）している館（室）をご利用くだ
さいますようよろしくお願いします。
◆日置分室
　２月４日（火）～２月８日（土）
※２月１２日（水）から開室します。
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月
の
予
定

1行　事　名 月　日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

１月１６日（木） 12：00 ～ 12：10

美之浦保健センター

３歳６カ月児健診 （平成２２年６月生）

１月１７日（金） 13：00 ～ 13：10 ２歳６カ月児相談 （平成２３年６月生）

１月２２日（水） 12：00 ～ 12：10 １歳６カ月児健診 （平成２４年６月生）

１月２３日（木） 12：00 ～ 12：10 １０カ月児健診 （平成２５年２月生）

１月３０日（木） 12：00 ～ 12：10 ４カ月児健診 （平成２５年９月生）

白浜親子サロン １月　６日（月）
※次回２月３日予定

13：30 ～ 15：00 中央保健センター

子育て中（未就学児）の親子が気軽に
集い、リフレッシュできる場としてご
活用ください。

（申し込みは不要。お茶やおむつ・着替
え等をご用意ください。）

栄養相談 １月　６日（月）
※次回２月３日予定

  9：00 ～ 12：00 中央保健センター

栄養士が食生活に悩んでおられる方々
の相談を行います。
事前に予約が必要ですので、電話でお
問い合わせください。

　　　 骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

とは

　骨粗鬆症とは、鬆
す

が入ったように骨の中がスカスカの状態になり、骨がもろくなる病気です。骨は加齢ととも
に弱くなる傾向を示しますが、長年の生活習慣などで骨が弱くなってりスカスカの状態になると、わずかな衝撃
でも骨折をしやすくなります。閉経以降の女性や高齢者の男性に多く、その数は約１３００万人と推測されてお
り、そのうち約８割は女性が占めているといわれます。
　一般的に、２０～２５歳前後には骨密度が最も高くなると言われており、４０歳代後半から、その後加齢にと
もなって骨密度は徐々に低下し始めます。
　骨粗鬆症予防に向けて、自分の骨密度を知るためにも、骨密度測定を受けてみませんか？

『骨密度測定のお知らせ』

健康だより
問役場民生課健康増進係
　（白浜町中央保健センター内）

☎４３ー０１７８

◆対 象 者　白浜町に住民登録されている２０歳以上の方
◆検 診 料　２００円
◆測定方法　かかとの骨量を超音波で測定します。素足になりやすい服装・履物でお越しください。
◆申込方法　白浜町民生課健康増進係まで希望日時をご連絡ください。
◆受付締切　２月５日（水）　午後５時まで
　　　　　　※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

日時 時間 定員 場所

２月６日（木）
午前９時～１１時 ７２名 日置川拠点公民館

午後１時３０分～４時 ９０名 農業研修会館

２月７日（金）
午前９時～１１時３０分 ９０名 中央保健センター

（白浜はまゆう病院内２階・

人間ドック健診センター隣）午後１時３０分～４時 ９０名
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〒 649-2511　白浜町日置 197 番地の 1
高齢者生活福祉センター夢の里内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
推
進
お
よ
び
運
営
に
、
格
別
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
町
白
浜
町
は
、
日
本
の
多
く

の
地
域
と
同
様
に
、
人
口
は
減
少
す
る
中
で
、

超
高
齢
化
と
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
住
民
同
士
、
世
代
間
の

繋
が
り
の
希
薄
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
会
は
、
住
民
同
士
の
繋
が
り
が
あ
り
、

助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
行
わ
れ
る
あ
た
た

か
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
具
体
的
な
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
地
域
で
の
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
行

う
こ
と
で
、
親
近
感
を
持
ち
、
会
話
が
生
ま

れ
、
新
た
な
繋
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
ま

ち 

し
ら
は
ま
」
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域

で
課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
え
る
た
め
に
、

ご
近
所
の
住
民
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
者
、
行

政
機
関
担
当
者
等
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、

支
援
方
策
を
検
討
し
、
課
題
を
解
決
す
る
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
本
年
も
住
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
知
恵
と
力
を
出
し
合

い
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
、
安
心
・

安
全
に
、そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
支
え
合
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

会　

長　
　
　

石い
し　

田だ　

武た
け　

夫お

副
会
長　
　
　

寺て
ら　

岡お
か　

浩ひ
ろ　

義よ
し

　
　
　
　
　
　

中な
か　

本も
と　

　
　

進
す
す
む

理　

事　
　
　

植う
え　

杉す
ぎ　

　
　

滋
し
げ
る

　
　
　
　
　
　

田た　

井い　

た
づ
子こ

　
　
　
　
　
　

脇わ
き　

本も
と　

敏と
し　

功の
り

　
　
　
　
　
　

田た　

谷や　

健け
ん　

司じ

　
　
　
　
　
　

宇う　

惠え　

康や
す　

子こ

　
　
　
　
　
　

山や
ま　

口ぐ
ち　

浩ひ
ろ　

良よ
し

　
　
　
　
　
　

細ほ
そ　

川か
わ　

修
し
ゅ
う　

平へ
い

　
　
　
　
　
　

三み　

栖す　

健け
ん　

次じ

　
　
　
　
　
　

川か
わ　

口ぐ
ち　

祥さ
ち　

子こ

　
　
　
　
　
　

中な
か　

田た　

眞ま
さ　

人と

　
　
　
　
　
　

坂さ
か　

本も
と　

康こ
う　

二じ

　
　
　
　
　
　

湯ゆ　

浅あ
さ　

主か
ず　

久ひ
さ

監　

事　
　
　

辻つ
じ　

　
　

政ま
さ　

信の
ぶ

　
　
　
　
　
　

安や
す　

田だ　

延の
ぶ　

男お

評　

議　

員　

一　
　

同　

職　
　

員　
　

一　
　

同

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会　

長　
　

石い
し
だ田　

武た
け
お夫

社
会
福
祉
法
人　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
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日 程 内　　容 会　　場

1/6 司法書士 本部事務所

1/14 人　　権 本部事務所

1/20 弁 護 士 本部事務所

1/27 多重債務 本部事務所

2/3 司法書士 本部事務所

白 浜 本 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各事務所まで。

なお、１人約１５分程度の相談となります。

白浜本部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

1/10 弁 護 士 み　ま　い　荘

1/22 人　　権 高齢者生活福祉センター

2/7 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】午後１時３０分から４時
　　　　　　　　( 当日受付は午後３時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

庄　

川　
　
　

岡お
か
も
と本　

健け
ん
じ二　

　

様　

　
　
　

中　
　
　
　

濵は
ま
の野　

義よ
し
た
か孝　

　

様　

　
　

中　

嶋　
　
　

田た
な
か中　

文ふ
み
ひ
ろ弘　

　

様

　
　

白し
ら
は
ま
け
ん
せ
つ
ぎ
ょ
う
く
み
あ
い

浜
建
設
業
組
合
　
　

様

　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
11
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

手 話 の 基 礎 入 門 セ ミ ナ ー

【日 時】 １月１１日（土）午後１時３０分～３時

【内容】　手話の基礎講習（全２回　１日目）

　講師　西牟婁振興局　手話通訳士　竹
たけなか

中美
よ し こ

子氏

【場 所】 社協本部事務所２階　大会議室

【申 込】 社協事務局まで

　※お気軽にお問い合わせ・ご参加ください。

手話を学んでみたいとお考えの方。

その “ きっかけづくり ” となるセミナーです。

成年後見制度についての相談窓口を設置しています！！
成年後見ってどんな制度？
　　認知症や知的障がい、精神障がいなどで判断能力の不十分な方は、財産
　を管理したり、介護サービスや施設入所に関する契約を結んで、サービス
　を利用したりすることが、自分でうまくできない場合があります。このよ
　うな判断能力の不十分な方々を保護し、支援するのが成年後見制度です。

どのような相談を行っているの？
　成年後見制度についての相談および、成年後見制度を利用するための申立て手続きに関するアドバイ
スなどを行います。お気軽に、社会福祉協議会までご相談ください。

 ■応募要綱
●日　時：１月１８日（土）
　　　　　午前１０時～午後１時
●対　象：基本的に町内にお住まいの方で災害ボランティア
　　　　　活動に関心のある方。
　　　　　１８歳未満の方は保護者同伴でご参加ください。
●参加費：無料
●場　所：白浜町社会福祉協議会グラウンドゴルフ場
　　　　　住所　白浜町十九渕２７４－１
　　　　　※現地集合、現地解散
●参加形態
　①災害ボランティアセンター設置・運営スタッフ
　②救援ボランティアと（実際の作業は行いません）
　　申込時に①・②のどちらかを選択してください。
●準備物：活動しやすい服装、水（お茶）、帽子またはヘル
メット、タオル、軍手など
　※装備品等参考　特定非営利法人レスキューストック
ヤード（http://rsy-nagoya.com/web/）
●炊き出し　昼食は白浜町ボランティア
連絡協議会による炊き出しを予定しています。
●申込先：白浜町社会福祉協議会
　　　　　（白浜町ボランティアセンター）
　　　　　TEL ４５－２７１１  FAX ４５－２７７７

白浜町災害ボランティアセンター
設置・運営訓練参加者募集
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アローハ

町長です。A LOHA!

果
クヮ

川
チョン

市
シ

レポート

　アンニョンハセヨ～！（こんにちは）
　そして、新年明けましておめでとうございます。
　今回は、韓国での年齢の数え方を紹介したいと思
います。韓国では、日本では現在あまり馴染みの無
い数え年が使用されています。
　韓国は、生まれた時点で既に１歳、翌年の１月１
日に加齢となります。だから、１２月３１日に生ま
れた子どもは、翌日の１月１日には既に２歳、とい
うことになります。なんだか不思議ですね。
　数え年が１歳から始まる理由は、「０」という概
念がないからとか、母親の胎内にいる期間も年齢に
加算するといった理由からだそうです。韓国の方と
年齢についての話をしていると、「お腹の中にいる
時から数えているから、生まれたら１歳なんだよ」
というふうに聞いて、素敵な話だなと感動しました。
　ただ、日本での数え方を教えると「うらやましい」
と言われることもありますが ( 笑 )

　ちなみに韓国はお酒のイメージも強いと思います
が、飲酒は満１９歳からです。１９歳に達する年の
１月１日を迎えたものは「満１９歳未満」なので、
２０歳に達する年の１月１日を迎えてから飲酒可能
ということです。高校生は飲酒が禁止されているの
で、大半は高校卒業と同時に飲酒が可能だそうです。
　では、私の韓国生活も残り３カ月を切りましたが、
最後までよろしくお願いします。

　昨年１１月１０日、第２３回「南紀日置川リバー
サイドマラソン大会｣ が開催されました。
　当日は雨が降るあいにくの天候でしたが、およそ
１，３００人のランナーが出場してくれました。招
待選手に元アテネオリンピック代表で、現在は天満
屋のアドバイザーをしている坂

さか

本
もと

直
なお

子
こ

さんをお迎え
し、大会は大いに盛り上がり、この大会がすっかり
地元に定着していることを感じました。町外からの
参加者も多く、多くのランナーに親しまれる素晴ら
しい大会になっていることに感動しました。大会関
係者の皆さまとすべてのランナー、応援に駆けつけ
てくださった人々に心から感謝を申し上げます。
　１１月２３日・２４日には第８回「しらはま文化
と福祉の集い」が日置川会場にて実施されました。
　地域の皆さまによる踊りや太鼓の演舞などが行わ
れました。普段の練習の成果が随所に出ていて、見
る人を楽しませてくれました。

　日置川地域の皆さまの熱意とエネルギーを感じる
ことができました。過疎地の人口減少を少しでも食
い止めるため、町として日置川地域の力を総結集し
て地域活性化に取り組んでいきたいと思います。
　「継続は力なり」これからも地域住民との交流を
図りながら、新たな消費や雇用を生む施策を打ち出
し、取り組みを強化していきたいと思います。
　日置川地域の皆さま、ありがとうございました！
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わがやの TAR!

白浜俳壇コーナー

○白浜町堅田　在住

　小
お

川
がわ

　蒼
そう

輔
すけ

　くん　（平成２２年７月１２日生）

（パパ・ママからのメッセージ）

　いつもそうちゃんの笑顔に元気をもらっているよ。

　いっぱい遊んで、いっぱい笑って、大きくなってね。

父　直
なお

樹
き

・母　麻
ま

衣
い

　

『わがやの STAR』募集中！

　「広報白浜」では、毎月『わがやのスター』コーナーで町
内のお子さんを紹介しています。
　両親のメッセージとともに、かわいいお子さんを掲載し
てみませんか？※対象は小学生までのお子さんです。

問役場総務課企画政策係
☎４３－６５９８　　　Smile Photo

円
月
俳
句
会

　

年
毎
に
妣
に
似
て
来
し
着
ぶ
く
れ
て　
　
　

か
め
乃

　

廃
屋
を
登
る
や
葛
の
花
盛
り　
　
　
　
　
　

常
代

　

着
膨
れ
し
姿
を
映
す
古
鏡　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
恵

　

晩
秋
の
茜
に
雲
の
た
な
び
け
り　
　
　
　
　

て
る

　

捨
て
ら
れ
ぬ
夫
の
冬
帽
鍵
の
束　
　
　
　
　

葉
子

　

菊
花
展
土
産
に
一
句
賜
り
ぬ　
　
　
　
　
　

美
代
枝

　

母
植
ゑ
し
小
菊
を
妣
に
手
向
け
た
り　
　
　

龍
子

山
蕗
句
会

　

団
栗
を
孫
は
帽
子
に
拾
ひ
け
り　
　
　
　
　

よ
し
お

　

草
の
実
の
は
ぜ
る
畦
道
試
歩
の
み
ち　
　
　

道
子

　

枯
れ
蓮
や
己
が
手
の
皺
顔
の
皺　
　
　
　
　

た
つ
え

　

近
寄
れ
ば
逃
げ
る
子
猫
や
天
髙
し　
　
　
　

ふ
く
み

　

鬼
芒
日
暮
れ
に
な
れ
ば
銀
と
な
り　
　
　
　

守
一

市
鹿
野
若
草
会　

　

冬
休
み
過
疎
の
里
に
も
子
等
の
声　
　
　
　

く
す

　

冬
至
ま
で
土
間
に
こ
ろ
ば
す
南
瓜
か
な　
　

み
ち
子

　

ポ
ケ
ッ
ト
の
栗
玩
び
五
ツ
六
ツ　
　
　
　
　

貞
美

　

ハ
ン
ド
ル
に
足
載
せ
仮
眠
小
六
月　
　
　
　

サ
ダ
子

　

黄
葉
の
遅
速
あ
ら
わ
に
大
銀
杏　
　
　
　
　

桂
子

　

久
に
会
ふ
親
し
き
友
や
文
化
祭　
　
　
　
　

京
子

　

短
日
の
残
る
仕
事
の
多
か
り
し　
　
　
　
　

量
子



1

消防出初式

　平成２６年白浜町消防出初式を下記の日程で行いますので、ご観覧をお願いします。

◆日時　１月５日（日）

　　　　　８：１０～　消防車両パレード（消防本部→総合体育館）※浜通り経由

　　　　　９：００～　式典・観閲

　　　　１０：００～　分列行進・一斉放水

◆場所　町立総合体育館およびその周辺

この季節は特に火を使用する機会が多くなりますので、火気の取り扱いには十分注意してください。

『消すまでは　心の警報　　ＯＮのまま』

（平成２５年度　全国統一防火標語）

問白浜町消防本部
☎４３－０１１９

～ 世界と交流するまち白浜 ～

姉 妹 浜：米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」

（２０００. ７．２０）

友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）

　　　　　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

～白浜町役場公式 　 ～

　公式 Facebook ページを更新中！

　『いいね！』を押して白浜町の魅力を世

界中の人たちに伝えるために、ご協力をお

願いします。
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